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ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
終
わ

り

ま

し

た

。

フ

ィ
ギ

ュ
７

ス

ケ

ー

ト
で
几
事
会

マ
グ
ル
を
投
得
し
た

荒
川
静
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ

い
ま
す
―
そ
し
て
、
景
哺
ら
し

い
建
勤
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。

医
療
制
度
激
欝
の
盆
・観
・鋼
メ
ず
ｆＬ

オ
リ
ン
ビ

ッ
ク
と
言
え
ば
、

企

・
銀

〓
釦

曾

一石

の
メ
グ
ル
。

ま
も
な
く
園
会
で
本
格
春
執
が
始

ま
る
医
療
制
皮
夜
キ
策

に
も
、

金

・
銀

・
釦
メ
ダ
ル
Ｌ
も
言
え
る

二
つ
の
宣
大
な
内
容
が
谷
ま
れ
イ、

い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
良

い
器

で
は
な
く
、
岳
掛
者

の
負
担
増
の

金

・
銀

〓
銅
メ
グ
ル
で
す
。

ま
ず
は
全
メ
ダ
ル
。
島
持
者

の

窓

口
負
担
が
乳
役
立
み
の
二
割
に

な
り
ま
す
。
今
年
十
月
か
ら
、
そ

十
歳
以
上
の
乳
役
立

み
所
得
考

（夫
婦
‐各ヽ
年
ほ
六
百
二
十
万
円
以

上
）
の
自
己
負
担
が
二
割
か
ら
二

剖
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
尋
未

午
八
月
か
ら
は
午
快
基
準
が
二
百

二
十
ガ
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
ほ

か
、
鳥
来
年

岬
月
か

↓１，
ほ
七
十
歳

か
ら
七
十
日
茂

の
一
般
占
持

チ若

（所
得
が
塊
秩
並
み
よ
り
な

い

滑
）

の
な

口
負
担
も

一
判
か
ら
二

鍋
に
格
増
し
ま
す
。
な
か
な
か
立

派
な
金
メ
ダ
ル
で
す
。

銀
メ
ダ
ル
は
岳
顔
森
暮
☆

の
ほ

皮
額
引
き
上
げ
。
　
一限
皮
額
引
き

上
げ
な
ら
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
が

ね
」
と
勤
支

い
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
島
額
の
自
己
負
担
を
じ
た
場

合
に
遠
付
さ
れ
る
基
準
が
旗
し
く

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

釦
メ
グ
ル
は
高
捨
長
期
八
院
考

の
食
住
☆
自
己
負
担
増
。
長
性
病

の
七
十
歳

以
上
の
長
期
人
陀
息
者

の
場
合
、
現
在
は

一
部
自
己
負
担

と
な

っ
て
い
る
合
住
安
が
、
十
月

か
ら
は
会
額
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
尋
未
手
か
ら
は
六
十
九
茂

法

下
も
同
様
で
す
。

少
子
島
持
化
が
進
み
、
日
の
密

炊
状
汎
も
患

い
こ
と
か
ら
、

「孫

の
た

め

に

は

し

ゃ
あ

な

い
わ

」

と

吉

っ
て
く
だ
さ
る
高
蛉
者

の
ガ

々

も

▼

う
っ
し

ゃ
る
こ
と
と
思

い
ま

す
。
し
か
し
、
本
当

に

「
し
ゃ
あ

↑
い
一
こ
と
な
の
か
、
よ
く
考
え

て
み
る
法
学
が
あ
り
ま
す
。

（名

告
左
弁

「じ
ゃ
あ
」
――

「仕
方
」

で
す
）
。

島
屯
主
路
整
備
計
凸
慮
ほ
ぼ
全

部

の
史
ユ
が
記
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
ム
ダ
な
曳
路
は
も
う
亀
ら
な

ぃ
一
は
ず
だ

っ
た
方
針
は
ど
こ
吹

く
氏
で
す
。
ｉ
路
皓
源
は
各
午
約

十
兆
調
、
設
谷
や
斗
効
率
な
二
事

で
コ
ス
ト
は
述
丘
水
準

の
二
劇
、

二
刻
岳
、
坊
合
に
よ

っ
て
は
倍
と

も
吉
わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、

各
午
数
兆
円
の
合
計
な
コ
ス
ト
負

担
。
こ
の
数
兆
円
が
あ
れ
ば
、
今

回
の
医
療
☆
白
色
負
担
増
を
上
め

て
、
な
お
、
お
釣
り
が
き
ま
す
。

演
技
時
間
が
あ
と
半
年
に
な

っ

た
小
泉
さ
ん
に
申
し
上
げ
ま
す
ｃ

荒
川
さ
ん
の
谷
メ
グ
ル
は
お
し
い

で
す
が
、
岳
掛

…考
負
担
増

の
金

。

銀

・
如
メ
グ
ル
は
お
込
し
致
し
ま

す
。
ど
う
し
て
も
Ｌ
い
う
な
ら
、

「
ム
ダ
進

い
徹
底
■
及
」
と
い
う

ト

ロ
フ
イ
ー
と

一
総
で
な
け
れ
ば

党
け
来
れ
ま
せ
ん
。
今
日
会

の
本

来

の
ロ
ュ
は
医
本
制
皮
夜
羊
。
本

春
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
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( タイ トル夫字は寄家 t h 内 其爪 さスノくT E L  i  7 8 2 - 1 3 5 6 > の作品)

十 一 党 五 山 近 超 の名 ぼ を籠 々紹 介 し春守 f  一―一―

く今 回 勝、「詠森 のホ 奮 園 」され笹守 >

今回ご紹介するのは、「お茶の本番園 」さんです。
水番園さんは、広小路通りから圏泰寺参道を本堂に

向けて進むと、ほどなく狂手に見えてきます。

お店に入ると、今ではあまり見かけなくなりま し

た本箱に入ったお茶の葉が目に入ります。これらは

闘農きれを通きずに、業味しいお策の葉を麓地から直

控仕入れているのだそうです。

また、お急須、お湯のみといつた茶器類も翻象的
です。ご主人が数々の茶器を集めておられるとのこ

と、店頭に並んでいるこのは,いでも孝だ春だ名器があいl
をうです。

お手軽なお茶が増えた8乍今ですが、やはりお湯を

沸か しお急須で入れるお茶は美昧 しいですね。皆様
もホ香園とんのあ森で、勝っこ…島ついてみてはいか
がで しょうか。

香 園 : 0 5 2 - 7 5 1 - 5 3 1 6 |

'中             辞 中 守増い理 Ⅲ中 鞠づ貯密申議,

懸漁胡怠載基で愚藤電農韻環

ドートリ対 楡、静静のこ翠鞄

/ ~

だ観撤晴、
奪


